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盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示

された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満

ちた岩手の地で、こども、家族、地域とともに公正で平

和な世界の実現を目指します。 

1. こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や希     

００望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値観と     

００出会う場を提供します。 

 

ひとりひとりを大切に 

 

荒井崇志（宮城県小学校教員、盛岡YMCAリーダーＯＢ） 

 YMCAで活動している子どもたちは本当に生き生きと活

動しているなと、思うことがよくありました。なぜ、あ

んなにも子どもたちが生き生きと活動することができる

のでしょうか。まず挙げられるのが活動が子どもたちに

とってとても魅力的なものであることです。今の忙しい

子どもたちにとって、YMCAの活動のように色々な体験が

できる場は、多くはありません。YMCAではリーダー達が

子どもたちにあった活動を悩みに悩み抜いて提供してく

れます。子どもたちにとっては、このうえない学びの場

だと感じます。こうした学校や家では体験することので

きない活動が子どもたちを生き生きとさせているのだと

思います。 

 次に個性的なリーダー達がたくさんの事を教えてくれる

ということです。リーダー達は、それぞれの経験、特

技、考え方を生かしてたくさんの事を教えてくれます。

そして、大学生のお兄さんお姉さんと触れ合うというこ

とは子どもたちにとってとても新鮮で楽しい時間なので

す。 

 そして最も私が素晴らしいなと思うことは、リーダー

達が子どもたち一人一人を大切に思い、居場所を作って

いるということです。YMCAのリーダー達は、子どもたち

一人一人としっかり向き合い、子どもたちの新しい一面

を引き出してくれます。子どもたちは、自分の居場所が

あるからこそ伸び伸びと活動することができているのだ

と思います。私もYMCAのリーダー達のように子どもたち

一人一人を大切に、これからも活動していきたいと思い

ます。また、YMCAもいつまでも子どもたちにとって魅力

的な場所であってほしいと思います。 

 ５月号 学童保育 「ぷらいむ・たいむ」が２校になりました。 
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ぷ
ら
い
む
・
た
い
む
本
町
校
も
今
年

で
開
校
か
ら
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

新
入
生
も
増
え
、
参
加
人
数
は
３
５
名

と
な
り
、
昨
年
に
も
増
し
て
賑
や
か
に

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
本
町
校
開
校
以
来
初
め
て
、
ど

の
学
年
の
メ
ン
バ
ー
も
い
る
年
と
い
う

事
で
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら
教

え
て
も
ら
う
事
、
年
下
の
子
か
ら
得
る

事
が
沢
山
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
々
を
過
ご
す
中
で
、
時
に
は
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
他
の

子
と
ぶ
つ
か
る
事
等
、
様
々
な
事
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
体
験
が
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
の
こ
れ
か
ら
を
形
成

す
る
大
切
な
栄
養
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
場
面
に
出

会
っ
た
時
、
諦
め
ず
、
向
き
合
お
う
と

い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
様
、
ま
た
、

背
中
で
見
せ
ら
れ
る
様
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
楽
し
く
仲
間
達
と
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

文
責
：
小
川 

嘉
文
（
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ス
タ
ッ
フ
） 

↑みんなで、折り紙のホールケーキを作り

ま 

した☆たくさん時間がかかったけどやり切

りま  

↑自由の女神（？）にしがみつく少年とと

なりに仮面ライダー！？素敵な世界観です

☆ 

↓→最近はやっているカード
ゲーム『デュエマ』と『バト

スピ』。ぷらいむの沢山の師

匠たちのおかげで、最近よう

やくルールが分かってきまし

た。 

→もちろん外遊びも

忘れていません！！

遊びの基本は動くこ

と♪頭も体も元気一

杯に動かしながら、

写真には、得意の変

がおで写ってくれま

こんにちは。シロクマこと、家村知佳です。突然ですが、4月より盛岡ＹＭＣA

のスタッフとしてお世話になることになりました。これまではリーダーとして

携わってきた分、スタッフとしての活動はまだまだ慣れないものですが、先輩

スタッフの助言を聞き、リーダー達に力を貸してもらいながら良い活動をして

いきたいと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いします。 

 



4月からぷらいむ・たいむ前潟校が新しく始まり、早1カ月が経ちました！1年生9人、2

年生2人、3年生1人の計12名が、わいわい・がやがやと過ごす様子を写真とともにご覧

ください♪ 

前潟ぷらいむお馴染み！？

のクローゼット基地♪ ↓ 

↑
土
曜
日
は
人
数
も
少
な
く
ゆ
っ
た

り
・
ま
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
す
☆ 

  

ぷ
ら
い
む
・
た
い
む
前
潟
校
は
四
月
に

開
校
を
し
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
と
ス
タ
ッ

フ
の
元
気
な
笑
い
声
が
、
中
で
も
外
で
も

響
い
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
子
ど

も
た
ち
同
士
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
気
づ
け
ば
ま
た
遊
ん
で
た
り
と
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
起
こ
る
毎
日
で
す
。 

 

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
活
を
共

に
す
る
中
で
、
お
互
い
の
こ
と
を
考
え
、

感
じ
あ
う
、
そ
ん
な
温
か
く
、
し
っ
か
り

と
つ
な
が
っ
て
い
く
空
間
と
時
間
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

文
責
…
浅
沼
慧(

盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ぷ
ら
い

む
・
た
い
む
前
潟
校
担
当) 

⇒

カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
も
子
ど
も
た

ち
の
手
に
か
か
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
に
変

身
！
？ 

⇒

さ
あ
外
で
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぶ

ぞ
！
！ 

 
 
 
 

 

前
潟
ぷ
ら
い
む
か
ら
校
か
ら

虹
が
見
え
ま
し
た 

↓ 



こぼれ種⑦ 

「共感」と「公共」 
日本基督教団内丸教会牧師（元日本YMCA同盟 主事） 

                  中原真澄 
 

 盛岡YMCAが始めた震災被災地での支援活動は，今も全国のYMCA

の支援を得て続けられています。こうした働きを見ると，今更な

がら，YMCAの繋がりの良さ・強さをつくづくと感じます。こうし

た活動の根にあるのは，他者の痛みや悲しみを自分のことのよう

に感じる力＝「共感」する力だと思うのです。この「共感」する

力は，教えられて身につくものではありません。人と・自然と，

多くの場で共感する体験を繰り返す中で自ずと身につく，本当の

「力」です。この「共感」する力を日頃の活動の中で最も大切にしてきのがYMCAでし

た。▼今，現地や報道で，YMCAに限らず様々な団体や個人が被災地に駆け付けて活動

しているのを見ると，日本も変わってきた・・そう感じます。かつての日本にも，身

近な親族や仲間（「ムラ」と言ってよいでしょう）に手を伸べる人は多くいました

が，遠くの人の苦しみや悲しみ，訴えに忚え，何かしようと動き出す人は，それ程に

は多くなかったように思います。そんな日本が変化を最初に見せたのは，1993年の北

海道南西沖地震だったように思います。そして，その変化はずっと深まり，広がって

きています。▼家族や地域，会社といった，これまでの「ムラ」的な繋がりが壊れて

しまった時代だからこそ，「共感」をベースにした，新しい「公共」をつくる思いが

強まっている・・そう思えてなりません。そして，こうした新しい「公共」を2千年

前から示し続けてきたのが，イエスが語り，また身をもって現した「神の国」でし

た。イエスが言う「神の国」の「神」とは，高みから世界を見下ろし，支配する神で

はありません。常に，苦しむ人の叫びに耳を傾け，悲しむ人々と共に泣き，そして手

を携えて共に立ち，歩む神・・でした。そしてYMCAは最初から，そうした人々と共に

歩むことをその使命として，活動を展開してきたのです。喜ぶ人と共に喜び，泣く人

と共に泣きなさい。（ローマの信徒への手紙12章15節） 

～表紙の写真から～ 

５月１日(日)、今年度初のアドベンチャーが行われました。子ども

７人、リーダー７人、スタッフ２人、和気あいあいとした雰囲気で過ご

しました。 

 今回のアドベンチャーのテーマは「春の色をさがしに行こう！」で

す。当初の予定では小鹿牧場へ行くはずでしたが、当日はあいにくの雨

☂。よって、内容は『春をさがしに街中探検★』となりました。本町の

ぷらいむ・たいむを拠点に、１５人の春色捜索隊は２つのグループに分

かれ、足の向くまま、気の向くままに街へと繰り出して行きました。 

 イメージしたものを必死に探す子、キョロキョロしながら手当たり

次第に探す子、あいあい傘のカップルに浮かれちゃう子…。

探し方も見つけたものも、それぞれの子の特徴がよくでてい

ました。ときには、街中でしか見られないような意外な

「春」も…。 

 傘をさしてのんびりと歩くのもなかなか風情があるもので

す。子どもたちが見つけてくれた春はどれも冷たい雨に濡れ

ていましたが、踏みつけられてばかりの草花も岩の間で窮屈

そうにしている石割桜もとてもきれいな花を咲かせていまし

た。子どもたちと共に一生懸命に生きているもの達を見つけ

られて良かったと思います。それらを見つけてきた子どもた

ちの目や表情もとてもキラキラ輝いていたことが印象的でし

た。（家） 

リーダーお勧めの本 やんくみリーダー 

「ごちゃまぜカメレオン」 
エリック・カール 作  やぎたよしこ 訳 

 

 皆さんはカメレオンを知っているでしょうか？葉っぱの上では緑色。赤い花の上では赤。体の色を変えながら、カメレオン

は平凡な暮らしをしていました。ところが、ある日、動物園に行き、色とりどりの美しい動物たちを見てからというもの、カ

メレオンにはいろんな願いが湧いてきました。その願いは次々と叶えられていき・・・？ 

 絵本「はらぺこあおむし」で有名なエリック・カールですが、今回は彼の別の作品を紹介しようと思います(^o^)/主人公は

擬態の天才・カメレオンです。カメレオンは他の動物たちに憧れ、その思いを口にするたびにどんどん不思議な生き物へと変

わっていきます。その様子はいつになっても面白いなぁと思います。エリック・カールの鮮やかで美しい絵

も見ているだけでわくわくしますよね。私はこの絵本が本当に大好きで、今でもときどき思い出したかのよ

うに本棚から引っ張りだして読んでいます。 

 実は私も初めて知ったのですが、この絵本の誕生にはこんな素敵な経緯があるそうです。あるとき子ども

たちが「動物の絵を描いて！」と作者にせがみました。いろんな動物の絵の注文をするので、動物たちの特

徴ある部分を描きつないでいくと、できあがっていったのは複雑な生き物。複雑になればなるほど子どもたちは喜び、この絵本誕生

のきっかけになったというのです。そこにカメレオンの特性を生かし、たくさんの色を用いた結果、エリック・カールらしいカラフ

ルでおもしろい作品ができあがったというわけです。 

 きっと、小さなお子さんからお父さん、お母さんまで楽しめると思いますよ(^-^)v 

５月の予定 
★5月14日（土） 

もりおかワイズメンズクラ

ブ第1例会（於JARAN JARAN) 

★5月15日（日） 

サンディスクール 

「オリジナル・マグネット

作り」 

（於：前潟センター） 

★5月26日（木） 

盛岡YMCA理事会・常議員会 

★5月29日（日） 

アドベンチャー5月活動 

 「火おこしに挑戦！」 

 （於：つどいの森） 

６月予定 
★6月11日（土） 

会員総会 

（於：岩手情報交流セン

ター ６階団体活動室③） 

★6月12日） 

サンディスクール 

「スライムでスーパーボー

ル作り」 

情報コーナー 

感
謝 

２
０
１
１
年
度 
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● 

維
持
会 

花
田
瞳
、
熊
谷
太
、

今
松
佳
子
、
南
原
良

哉 ● 

寄
付
金 

花
田
瞳
、
、
今
松
桂

子
、 

◆ 

盛
岡 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

の

維
持
会
員
と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
諸
活
動
を
お
支
え
下
さ

い
。
申
し
込
み
方
法
は
、
左

記
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

★ 維持会員 ★ 
盛岡YMCAは、1983年から活動を始め世界を見つめながら盛岡の地域に根ざした活動を多くの方々から支えれらながら続けて来

ました。維持会員とは、盛岡YMCAの使命に賛同し盛岡YMCAの活動を支えるため、維持会費を払って会員となった方々で

す。郵便払込取扱票に ご氏名、ご住所、通信欄に「維持会費」もしくは、「寄付」とご記入いいだだき最

寄りの郵便局にてご送金下さい。   口座記号番号 02290-9-54655 


